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単位数、講義室 遠隔授業科目
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地域医療

Community Medicine
医療はすべからく地域医療である

和田　有子 他 内線5892

4年生 前期（随時） 水曜･４時限 水曜･５時限 水曜･６時限

０．５０単位 医学科第２講義室

該当

授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 授業達成目標
M26カリ･医学, M25カリ･医学, M24カリ･医学, M23カリ･医学, M22カリ･医学, Ｍ21カリ･医学

≪基礎的･専門的な知識と技能≫疾病の正確な診断と ・温かい人間性や高い倫理観を裏付ける幅広い教養を
適切な治療を遂行するための幅広い知識と高度な技能 身につけ、社会の健全な発展のために行動できる。
を修得している。

⇔

≪問題解決力≫患者の身体的・心理的・社会的状態を ・医師としての高い見識と誠実な態度を身につけ、病
科学的に評価し，さまざまな情報を総合して適切に判 める人を救う強い情熱を有する。
断し必要な行動ができる。 ・患者やその家族と十分な意思の疎通ができ、医療の

みならず保健や福祉の関係者と良好な関係を築くこと
で、チーム医療を推進する能力を持っている。

⇔

臨床実習前の到達目標 ・医学・医療の歴史的な流れ、臨床推論や生と死に係る倫理的問題、各種倫理に関する規
範を概説できる。
・患者の基本的権利、自己決定権の意義、患者の価値観、インフォームドコンセントなど
の意義と必要性を説明できる。
・良好な人間関係を築くことができる。
・患者・家族に共感することの重要性について概説できる。
・チーム医療の意義を説明できる。
・チーム医療における医師の役割を説明できる。
・離島・へき地を含む地域社会における医療の状況、医師偏在の現状を概説できる。
・医療計画及び地域医療構想、地域包括ケア、地域保健などを説明できる。

授業で学べる「テーマ」 地域運営、多文化協働、健康長寿、キャリア

全学横断特別教育プログラム

授業のキーワード 地域医療、プライマリ・ケア、在宅医療、地域包括ケア、社会性、患者主体の医療、医療
崩壊
実務経験のある教員による授業科目

授業の概要・一般目標 A-1-2)患者及びその家族の秘密を守り、医師の義務や医療倫理を遵守するとともに、患者
の安全を最優先し、常に患者中心の立場に立つことができる。
A-1-3)豊かな人間性と生命の尊厳についての深い認識を有し、人の命と健康を守る医師と
しての職責を自覚する。
A-4-2）患者と医師の良好な関係を築くために、患者の個別的背景を理解し、問題点を把
握する能力を獲得する。
A-5-1)医療チームの構成員として、相互の尊重のもとに適切な行動をとるとともに、後輩
等に対する指導を行う力を獲得する。
A-7-1)地域医療・地域保健の在り方と現状及び課題を理解し、地域医療に貢献するための
能力を獲得する。
B-4-1) 医師に求められる社会性を学ぶ。
F-2-15)在宅医療と介護の基本を学ぶ。

テキスト，教材，参考書 １）地域医療は再生する（医学書院）
２）プライマリ 地域へむかう医師のために（医学書院）
３）地域医療テキスト（医学書院）
４）地域医療学入門（診断と治療社）
５）地域医療学ハンドブック（MyISBN）

履修上の注意 最終回（6回目）に授業アンケートを実施します。

授業の形式，視聴覚機器等の活
用

授業は、各回の講師よるプリント資料とPCプレゼンテーションを用いた講義、質疑応答、
感想記入(Google Form）で構成されます。感想記入（氏名記入）をもって出席とします。

成績評価の方法 6回目授業終了後の2週間以内に提出のレポートで評価します。レポートは、全体を通して
の感想・意見、６回の授業のそれぞれについて、地域医療に関する一般、等をテーマに
1600字以上(上限なし）で作成してください。
レポートの形式はeALPS上で示します。

成績評価の基準 90-100点：秀　80-89点：優　70-79：良　60-69：可

全ての回に出席することを基本とします。この授業の達成目標に到達するために必要な出
席回数（およそ８割程度）に出席が満たない場合は、単位を認めない場合があります。欠
席した場合の学修補充については、医学部医学科履修及び試験内規に従います。

事前事後学習の内容 各授業の資料をeALPSにアップしますので参考にしてください。



学生へのメッセージ並びにオフ
ィスアワー（質問，相談への対
応）

いくつかの参考書は地域医療推進学教室に用意してあります。オフィスアワー：月、火・
水・木、金曜日の13時～16時



第 1 回  5月13日(水４～６)
医学科第２講義室

地域で求められる医療と医療
人について学ぶ①

伊那市国保美和診療所　岡部竜吾　先生

A-5-1)
①チーム医療の意義を説明できる。。
②保健、医療、福祉と介護のチーム連携における医師の役割を説明できる。
A-7-1)
①地域包括ケアシステムの概念を理解し、地域における保健（母子保健、学校保健、成人・高齢者保健、地域保健、精神保
健）・医療・福祉・介護の分野間及び多職種間（行政を含む）の連携の必要性を説明できる。
②かかりつけ医等の役割や地域医療の基盤となるプライマリ・ケアの必要性を理解し、実践に必要な能力を獲得する。
③地域における救急医療、在宅医療及び離島・へき地医療の体制を説明できる。
 
〇総合診療の必要性について説明できる。
〇地域医療とは医療そのものであることを理解する。

授業日
講義室

GIO

担当

SBOs

第 2 回  5月20日(水４～６)
医学科第２講義室

医療者に求められる社会性を
考える

佐久総合病院小海分院　小林和之　先生

B-4-1)
①病気・健康・医療・死をめぐる文化的な多様性を説明できる。
②国際保健・医療協力の現場における文化的な摩擦について、文脈に応じた課題を設定して、解決案を提案できる。
③経済的側面や制度的側面をふまえた上で、医療現場の実践を評価できる。
④在宅療養と入院または施設入所との関係について総合的な考察ができる。
⑤多職種の医療・保健・福祉専門職、患者・利用者、その家族、地域の人々など、様々な立場の人が違った視点から医療現
場に関わっていることを理解する。
F-2-15)
①在宅医療における多職種連携の重要性を説明できる。
 

授業日
講義室

GIO

担当

SBOs

第 3 回  5月27日(水４～６)
医学科第２講義室

地域で求められる医療と医療
人について学ぶ②

諏訪中央病院　総合診療科　水間悟氏　先生

A-5-1)
①チーム医療の意義を説明できる。。
②保健、医療、福祉と介護のチーム連携における医師の役割を説明できる。
A-7-1)
①地域包括ケアシステムの概念を理解し、地域における保健（母子保健、学校保健、成人・高齢者保健、地域保健、精神保
健）・医療・福祉・介護の分野間及び多職種間（行政を含む）の連携の必要性を説明できる。
②かかりつけ医等の役割や地域医療の基盤となるプライマリ・ケアの必要性を理解し、実践に必要な能力を獲得する。
③地域における救急医療、在宅医療及び離島・へき地医療の体制を説明できる。
 
〇地域病院での医師養成と学生教育の意義について理解する。
〇診療の場に関わらず必要な医師としての姿勢を学ぶ。

授業日
講義室

GIO

担当

SBOs

第 4 回  6月 3日(水４～６)
医学科第２講義室

地域包括ケアの理論と実践を
学ぶ

市立大町総合病院 家庭医療科　金子一明　先生

A-7-1)
①地域包括ケアシステムの概念を理解し、地域における保健（母子保健、学校保健、成人・高齢者保健、地域保健、精神保
健）・医療・福祉・介護の分野間及び多職種間（行政を含む）の連携の必要性を説明できる。
②かかりつけ医等の役割や地域医療の基盤となるプライマリ・ケアの必要性を理解し、実践に必要な能力を獲得する。
③地域における救急医療、在宅医療及び離島・へき地医療の体制を説明できる。
F-2-15)
①在宅医療の在り方、今後の必要性と課題を概説できる。
②在宅医療における多職種連携の重要性を説明できる。
③在宅における人生の最終段階における医療、看取りの在り方と課題を概説できる。
 

授業日
講義室

GIO

担当

SBOs

第 5 回  6月10日(水４～６)
医学科第２講義室

地域で求められる医療と医療
人について学ぶ③

医療法人社団オレンジ ・ほっちのロッヂ　紅谷浩之　先生

A-5-1)
①チーム医療の意義を説明できる。。
②保健、医療、福祉と介護のチーム連携における医師の役割を説明できる。
A-7-1)
①地域包括ケアシステムの概念を理解し、地域における保健（母子保健、学校保健、成人・高齢者保健、地域保健、精神保
健）・医療・福祉・介護の分野間及び多職種間（行政を含む）の連携の必要性を説明できる。
②かかりつけ医等の役割や地域医療の基盤となるプライマリ・ケアの必要性を理解し、実践に必要な能力を獲得する。
③地域における救急医療、在宅医療及び離島・へき地医療の体制を説明できる。
 
〇地域を診ることの意義を理解する。
〇先進的なケアを学ぶ。

授業日
講義室

GIO

担当

SBOs

第 6 回  6月17日(水４～６)
医学科第２講義室

地域の医療の問題とその解決
策を学ぶ
 
授業のふりかえりを入力する。

市立大町総合病院 高木 哲　先生

A-7-1)
①地域社会（へき地・離島を含む）における医療の状況、医師の偏在（地域、診療科及び臨床・非臨床）の現状を概説できる。
②医療計画（医療圏、基準病床数、地域医療支援病院、病診連携、病病連携、病院・診療所・薬局の連携等）及び地域医療構想を
説明できる。
③地域包括ケアシステムの概念を理解し、地域における、保健（母子保健、学校保健、成人・高齢者保健、地域保健、精神保健）
・医療・福祉・介護の分野間及び多職種間（行政を含む）の連携の必要性を説明できる。
④かかりつけ医等の役割や地域医療の基盤となるプライマリ・ケアの必要性を理解し、実践に必要な能力を獲得する。
 
〇医療崩壊を説明できる。
〇医療を守るための当事者としての住民と医療者の役割を知る。

授業日
講義室

GIO

担当

SBOs


